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1.研究の概要

( 1) H型架線の設計法に関する研究

非皆伐作業に適応する面的集材法としての Y型架線の機能を H型架線(従来の集材架線の主

索に相当するものを集材索とし，それをその南端に設けた V字状案内索により移動させつつ集

材作業を行なう)方式に拡張し，静力学的見地から検討を加えた。研究の第 1段階として，この

立体架線に現行労安法に規定する架線設計の手続きを満足させるための「半等制架線」なる概念

を導入し，負荷状能の変動に対しでも従来の架線理論の応用によって目的とする諾数量の算定を

可能ならしめた。次いで設計上の要素となる諸数値の算出法について，現実の索張り様式を想定

した架線系を対象に精密算定法と実用算定法とを支えるとともに，その広範な条件下での算定結

果から司型架線の静力学的諮性質を明らかにした。最後に以上の検討結果をもとにして H型架

線設計計算法としての基本方式を提示したが 同時に案内索張力などに複雑に干J歩し合うエンド

レス作業索について，それを定索長方式とする計算法を導入することにより，荷重位置によるそ

の張力変化の実態を明らかにし 適正索張りについて考察した。

( 2 ) 自動搬器の構造に関する研究

高い緊濃度のエンドレス作業索とシングルエンドの荷上げ索との使用により特徴づけられる荷

上げ紫ドラム内蔵搬器の機能向上と軽量化を詔的として試作研究を行なった。操作の簡易化をは

かるうえから，作業索は地上設置の集材機により，常時一方向に駆動されるエンドレス紫 l本の

みとし，集材のために必要な搬器の諸動作(走行・停止・荷の吊上げ、，おろし)をすべて搬器内

に設けた装置により行なう O 装置には空気圧で作動するシーケンス回路を組込むが，必要最小限

の指令は無線によって与えるD 試作機は支間距離200-300m，積載量500kgの小規模集材に対応

する小型搬器としたが，機体重量200kg以下とする軽量化も可能とする見通しを得た(1li355-56

年度科研費)。

( 3 ) 林業における省エネルギーに関する研究

林業生産活動を育林過程と素材生産過程とに 2大別し，それぞれの投入必要エネルギーを分析

するとともに，省エネルギ一対-策を検討した。まず素材生産過程の林内作業について回有林製品

事業における昭和50年度消費燃料エネルギーを対象として，関係機械価格と整備費を総計し，い

わゆる組合せ方式によるエネルギー原単位量を求めた。次いで産業連関表の分析資料，との対比に

おいてエネルギー投入度などを検討したが， r司!I寺に青林過程を構成する各作業種目の実態と産業

連関表分析資料とから，同様に投入必要エネルギーの分布状態を考察した。それらの結果をもと

に，林業における省エネルギーのための方策を体系化し，それぞれについて具体例を挙げた(昭
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55~57年度科研費分担) 0 

( 4 ) 林道のり商岩盤の崩落現象に関する研究

破砕帯地域を通過する林道の切取りのり商岩盤を対象に，まず現場観測による不連続部の走行

傾斜をステレオ投影した結果から，節理群の卓越方位と不安定岩盤の関連性について検討した。

次いで崩落の難易性を推定するための節理系数値モデルをとりあげ，電算機によって節理群の幾

何的条件を 2次元モデルで表示するためのシミュレーションを行ない，その適合性を現場で、の崩

落岩塊(不完全多面体)の計iftlJ値によって検討した。モデルの適合性を高めるためには，節理系

の幾何的条件を的権に表現するための計測因子と，それの現場での計測法とについて，さらに検

討を進める必要があった (llij56~57年度科研費)。
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